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 若葉の美しい季節となりました。新学年がスタートして１カ月以上が経ち、大人も子どもも、

少しずつ新しい環境に馴染んできた頃ではないでしょうか。急に気温が上がって暑い日があっ

たり、疲れが出たりと体調管理の難しい時期ですが、初夏に向かって、皆の健康が守られます

ようにと祈りつつ、「ひとりの小さな手 通信 第１２号」をお届けします。 

 東日本大震災から２年２カ月の月日が過ぎました。今回は、今までの支援活動を振り返

り、改めて支援先のご紹介をすることによって、今後、一人ひとりの意識が更に高められ、

支援の輪を広げていくことができれば、と思います。 

 ２年前の大震災が起こった直後、被災地の被害のあまりの大きさに、何かしたい、何か

私たちにできることはないのかと思いながらも、私たちが茫然としていた時、コカリナ奏

者の黒坂黒太郎さんから、被災地にメッセージを送りませんか、というお声掛けをいただ

きました。このメッセージ作成をきっかけに、私たち自身が、「私たちにも何かできる、

できることをやっていこう」という力を与えられ、「ひとりの小さな手プロジェクト」が

立ち上がりました。 

 その後、身近な方のつながりで支援先の方々と出会い、支援活動が始まりました。段ボ

ールに衣類や生活用品、食糧を詰めて送ったり、ライフジャケットや扇風機購入のための

義援金を集めたり、手作りのお菓子や子どもたちからのメッセージを送ったり……。時の

流れとともに支援の形は変わってきましたが、支援先の方々とのつながりを深めながら、

また、チャリティーコンサートなどを通して多くの方々と交わりながら、小さな支援を続

けてくることができました。 

 これからも、今、私たちがここにあることに感謝し、被災地の方々に思いを寄せて祈り

つつ、私たちにできること考え、行動していきたいと思っています。 

 

「ひとりの小さな手」  

ひとりの小さな手 何もできないけど  

それでもみんなの手と手をあわせれば 何かできる何かできる 

       ひとりの小さな目 何も見えないけど  

それでもみんなのひとみで見つめれば 何か見える何か見える 

  ひとりの小さな声 何も言えないけど  

それでもみんなの声が集まれば 何か言える何か言える 

       ひとりで歩く道 遠くてつらいけど  

それでもみんなのあしぶみひびかせば 楽しくなる楽しくなる 

  ひとりの人間は とても弱いけど  

それでもみんなが集まれば強くなれる強くなれる 



◇お顔の見える支援を続けています 

     

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

直接、お会いしたり、手渡しできたりする支援先を中心に、私たちのできることを続けていきたいと

考えています。 

 皆さんのお知り合いで、被災されて支援が必要な方がいらっしゃいましたら、お声掛けください。 

 

 

◇被災地の情報コーナー 
  

教育館玄関に、震災や被災地支援に関するコーナーがあります。 

  ○被災地からのお手紙 

  ○今までのお手紙などのファイル 

  ○ひとりの小さな手通信のバックナンバー  

  ○東日本大震災関連の本や新聞 

  ○今までのチャリティーコンサートのＤＶＤ 

 

      どうぞ、関心をもってご覧ください。 

      また、本、ＤＶＤなどの貸し出しもいたします。 

      ご遠慮なく、お申し出ください。 

 

 野毛山幼稚園ホームページ ひとりの小さな手 を開けていただくと、 

今までの通信を読むことができます。 

 

 

原町教会＆原町聖愛保育園(福島県 南相馬) 

南相馬にある原町教会、そして原町聖愛保育園。原町教会の牧師先生は、園長と同じ神学校を卒業
された先生です。今までに園長は 2 回ほどお見舞いに伺いましたが、皆さん、放射線の問題で先が見
えない不安の中、過ごされています。 
保育園の前に里山があって、きれいに花が咲いていますが、線量が0.7～8あって子どもたちを連れて
行くことができないそうです。現在は68名の子どもたち、17名の先生たちがおられます。 
会ったことはなくても、みんなお友だちです。 

鹿島栄光教会(福島県 南相馬) 

鹿島栄光教会の牧師先生は園長の神学校
の先輩にあたります。放射線の問題と改修
工事の問題をかかえておられます。   

 

陸前高田の方  々 ほっとカフェ 

本園のランチ調理員の方の友人 佐藤文子さん
は、臨床心理学博士、アートセラピストです。 
陸前高田の状況を知り、足腰の立つうちは現場で働
きたいという思いで陸前高田市教育委員会で、被災
された方のカウンセリングをされています。地域の
方々、生徒たち、そして、先生方の心のケアにあた
られています。被災された方が少しでも心を開いて
くださるようにと、カフェを開かれました。そこで
皆さんにお出しするお菓子が手作りだと、気持ちが
温かくなるとお聞きし、手作りのケーキやクッキー
などを送っています。 
 

仙台 東松島牛網、野蒜地区被災者支援G 

本園の元調理員の方の知り合いの清水八
千代さんは、仙台で広い範囲にわたり、支
援活動をされています。そのお手伝いを少
しでもできればと思っています。 
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◇活動報告 

  3／28（土） 原町聖愛保育園へ  イースターのカードとお菓子 

  4／11（土） 陸前高田ほっとカフェへ  手作りパウンドケーキ ３本 

 4／25（日） 原町聖愛保育園の先生方へ 手作りパウンドケーキ ３本 

   

5月11日(土)に教会学校の有志で、クッキー作りを

しました。 

(参加者８名) 

クッキーは陸前高田ほっとカフェと原町聖愛保育園 

に送りました。 

 

 

 

 

◇育児サークル「ひよこの会」が解散されるとのことで、今まで蓄えられていた会費23,335円をひとり

の小さな手に献金くださいました。 

◇教会学校アンデレクラスより、支援金16,917円をお預かりしました。 

 

        今までの支援金と共に、後日、被災地にお送りしたいと思います。 

 

◇今後の予定 
○ケーキバザー＆カフェシャローム 

    日 時  2013年5月31日(金) 朝９時10分 ～ 

    場 所  教育館玄関  ２階 

 毎回好評の、教会の方の手作りケーキを販売します。 

売り上げは被災地への支援金とさせていただきます。 

 ケーキの販売と同時に、皆さんの交わりの場としてカフェシャロームを開店します。 

教会の方の手作りケーキは美味しく、いつも短い時間で売り切れてしまいます。 

皆さん、どうぞ、お楽しみに… 

 

○第9回 東日本大震災復興支援 

    チャリティーコンサート 

   日 時  2013年11月17日（日） １３:００開場 １３：３０開演 

   

      ピアノ連弾 ＆ハープ バレエ によるくるみ割り人形・・・他 

 

 

 

 

 

とってもかわいいクッキーができ

ました。喜んでくれると嬉しいな… 


